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１．平成 29 年度の検討委員会等の取組みについて（案） 

主な検討項目 鎌倉市交通計画検討委員会 鎌倉市交通計画検討委員会・専門部会 
（仮称）鎌倉ロードプライシングに特化した検討 

特別委員会・幹事会 

国土交通省の 
社会実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【主な検討項目】 

ⅰ.20 の施策 

・(仮称）鎌倉ロードプライシ

ング 

・パークアンドライド 

・鎌倉フリー環境手形 

・歩行者尊重道路 

・総合的な交通情報 

 

ⅱ.（仮称）鎌倉ロードプライシング 

1.課金の方向性（継続） 

・課金対象エリア 

・課金パターン 

・課金の使途等 

2.導入後の効果や課題分析 

（別途実施する交通シミュレ

ーションや交通量調査、アン

ケート調査結果の活用） 

 

 

 

第 29 回（平成 29 年１１月 9 日） 

・ 国道交通省の社会実験と鎌倉市の取組みついて 

・ 歩行者尊重道路の整備優先順位について 

第 3１回（平成 30 年 1～２月予定） 
・ 歩行者尊重道路の選定（報告） 

・ 特別委員会、幹事会の報告について 

・ (仮称)鎌倉ロードプライシング導入後の効果

や課題分析 

第13 回（平成29 年12 月1 日） 
・ 平成 29 年度の進め方について 

・ 20 の施策等の今後の進め方について 

・ 国土交通省の社会実験について 

・ 歩行者尊重道路について 

第 3 回 特別委員会 

・平成 29 年度の検討状況 

・国土交通省の社会実験について 

・(仮称)鎌倉ロードプライシングの 

骨子（法制度、課金パターン等） 

第 14 回（平成 30 年 3 月予定） 

・ 特別委員会、幹事会の報告について 

・ (仮称)鎌倉ロードプライシング導入後

の効果や課題分析 

第 5 回 幹事会 

・導入後の効果や課題分析の報告 

・(仮称)鎌倉ロードプライシングの 

骨子（法制度、課金パターン等） 

・平成 30 年度以降社会実験計画 

※平成 29 年度以降の（仮称）鎌倉ロードプライシングをとりまくロードマップの骨子（案）の庁内・関係機関との合意形成 

平成 29 年度 制度骨子 ⇒ 平成 30 年度 地区交通計画のとりまとめ ⇒ 平成 31 年度 社会実験 

第 30 回（必要に応じて適宜開催） 

※第 13 回委員会の結果、議論が必要になった場合 

※幹事会・特別委員会の結果、(仮称)鎌倉ロードプラ

イシングの骨子の策定において課金パターン等の

議論が必要になった場合 等 

第 28 回（平成 29 年７月 25 日） 

・ 平成 29 年度の進め方について 

・ 20 の施策等の今後の進め方について 

・ 歩行者尊重道路の整備優先順位について 

・ 江ノ電鎌倉駅西口改札における社会実験に係

るアンケート調査結果について 

 
 
 
 
 
 

 基 礎 デ ー

タ 収 集 の

た め の 社

会 実 験 の

実施 
 デ ー タ の

解析 

関係者への個別意見交換に

よる検討課題への対応方針

の整理 

・国土交通省 

・神奈川県 等 

（
仮
称
）
鎌
倉
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
効
果
と
課
題
を
検
証
す
る
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ミ
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レ
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ョ
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連携 



 

2 

 
 

   
２．20 の施策の今後の進め方について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

3 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

4 

 
 

３．国土交通省の社会実験の概要と鎌倉市の取組み方針 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省ホームページ 

鎌倉市では、これまで検討してきた（仮称）鎌倉ロードプライシングの考え⽅をもとに、国⼟交通省が進める ICT 等の技術⾰新の活
⽤やエリアプライシング等の制度検討と連携することで、検討課題への対応が進み実現性が⾼まると考えています。 

～ICT･AI を活用した観光渋滞対策～ 

 国土交通省では、ICT（Information and Communication Technology)「情報通信技術」･AI（人

工知能）等の革新的な技術を活用し、警察や観光部局とも連携しながら、エリアプライシング※を

含む交通需要制御などのエリア観光渋滞対策に取り組んでいくこととしている。 

※）交通渋滞や大気汚染などの交通問題の改善を目的に、一定の区域内を走行する自動車に課金をするもの 

 こうした中で、ICT による⼈や⾞の動向把握等の実証実験に着⼿するなど、エリア観光渋
滞対策の実験実施地域に、鎌倉市と京都市が選定された（平成 29 年 9 月 7 日）。 
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 出典）地域道路経済戦略研究会 第 7 回資料 国土交通省 
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４．歩行者尊重道路の整備優先順位について 

１）前回の委員会で確認された歩行者尊重道路の位置づけ、進め方 

 
区分 名称 備考 

平成8年の
鎌倉地域
の地区交
通計画に
関する提
⾔に位置
付けられ
ている歩
⾏者尊重
道路 

①今⼩路通り  
②⼩町⼤路 請願書を受け鎌倉郵便局

前交差点から⼩町⼤路間
を結ぶ道路を追加 

③海浜公園〜周辺観光
拠点間道路 

都市計画道路として整備
されている海浜公園前交
差点以北の区間は歩道が
確保されていることから
歩⾏者尊重道路の位置づ
けを解除 

④江ノ電⻑⾕駅前道路  
追加した
歩⾏者尊
重道路 

⑤稲村ヶ崎駅近隣〜極
楽寺駅〜極楽寺切通
し〜坂ノ下に抜ける
道路 

請願書を受けて追加 

⑥佐助⼀丁⽬信号〜御成
中学校前〜鎌倉⼥学院
前に抜ける道路 

〃 

⑦県道藤沢鎌倉線から
⻑⾕⼤⾕⼾交差点に
抜ける道路 

〃 

⑧若宮⼤路横須賀線⾼
架下付近から御成⼩
学校前交差点に抜け
る道路 

専⾨部会での意⾒を踏ま
えて追加 

⑨⼆の⿃居前交差点か
ら鎌⼯会館ビルに抜
ける道路 

 
 
 
 
 

図.歩行者尊重道路の位置づけ 
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図.計画から事業までの道すじ 

≪平⽇の通学路対策等≫

通学路対策等の必要性の検証★
既存施策、休⽇の対策以上の施策

（例えば⾃動⾞進⼊禁⽌等）の必要有無

■検討委員会・専⾨部会➾計画作成

整備順位の⾼い道路から
具体的な整備計画（案）の作成

⑤鎌倉市と協働で具体的な整備計画
の作成

⑥社会実験等を通して効果と課題の
確認

⑦必要に応じて具体的な整備計画の
⾒直し

■沿道⾃治会

  社会実験の実施（必要に応じて）
課題・効果検証★

歩⾏者尊重道路の位置づけ

本格実施

課題・効果の検証★

取組みの⾒直し（必要に応じて）

■歩⾏者尊重道路整備計画の策定
①歩⾏者尊重道路の選定基準
②整備⽅針
③整備優先路線の基準

歩⾏者尊重道路のＰＲ展開

（優先順位の⾼い路線から順次対応）

整備の優先順位の決定★

意⾒交換等
（必要に応じて歩⾏者尊重道路専⾨部会等の設置）

他の計画に活かすための
課題・効果のストック

関係機関

・道路管理者
・交通管理者
・交通事業者

協議
調整

★実施に際しては、⾃動⾞と歩⾏者の交通量や⾃動⾞の⾛⾏速度等の実態把握が必要

位置づけの要望
想定しているPR活動の検討
・位置図（マップ）の作成・公表
・⼊⼝看板等の設置
・カーナビへのハンプ（凸部）等設置箇所の情報案内のお願い
・市役所等の横断歩道前にハンプ（凸部）の設置※ 等
（※関係機関への働きかけ等を含め実現⽅策を検討）

サ
クル

イ

Ａ
Ｃ

①交通環境の変化等に伴う
新たな歩⾏者尊重道路の追加要望

②⼊⼝看板等の設置協⼒
③ハンプ（凸部）等の実体験等をとお

して、整備計画への理解を深める

④整備要望
（基本的には①要望があれば④整備要望を含む）

整備の要望
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２）本日の主な論点 
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≪専⾨部会案≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩⾏者尊重道路の優先順位の決定⽅法と評価⽅法について議論します。 

≪第 28〜2９回専⾨部会の主な意⾒≫ 
 ♠：委員からの発言、♣：事務局の発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安全対策の効果を⾼めるためには、沿道関係者のより
深い理解と協⼒が不可⽋であり、⾏政と協働で取組む
環境づくりが重要。 

・過去に今⼩路通りで⾏った社会実験では、ハンプ（凸
部）等に対する不満もあったことから、誤解を与えな
い説明が必要。 

・歩⾏者尊重道路の多くは、沿道に複数の⾃治会や商店
会が関係する中で、スピード感を持って次年度以降に
沿道関係者と協働で取り組むための⼿順を検討。 

 

【整備⽬標について】 
♠歩行者尊重道路の整備目標は 1 年間 1 路線とあるが、道路交通の改善は喫緊の課題であ

り、このような進め方で良いか。もう少し柔軟に路線単位ではなく区間単位で他の路線も

進められると良い。 

♣カラー舗装などの対策は別途実施している。歩行者尊重道路は、財源的にも 1 年 1 路線で

進めざるを得ない。まずは 1 路線を早く進め、その実績の反響が大きければ、予算の話もあ

るが、柔軟に数多くできるだけ早くやれるように対応させてもらいたい。 

【歩⾏者尊重道路の沿道関係者について】 
♠商店会も考慮した方が良い。 

【整備優先順位の決定の進め⽅について】 
♠地元も協力して交通安全を推進していく環境が整ってないと整備の効果が得られないこ

とから、地元の理解、協力を深め発意を促す説明会等は重要。 

♠優先順位を決める前に、対象の自治会、商店会等に整備のイメージを伝えた方が良い宣伝

になる。 

【整備優先順位の評価基準（案）について】 
♠点数付けは各項目の深刻さが反映されていれば良いが、各項目の点数は同じ重みではない

ので総得点による評価はどうかと思う。要望が 3 路線ぐらい挙がってきた時に、総合的

に検討するなら良い。 

♣歩行者尊重道路は全てを整備するので、優先順位は基本的に最低限必要なデータで決められ

るのが一番良いと考えた。スピード感と簡易さなども含めて考えたい。 

♠ヒヤリハットは急ブレーキの回数だけではない。子どもたちに「どこで事故に遭いかけた

か」などを把握することが必要である。 

整備路線選定の進め⽅（案） 

・評価は既存のデータを活⽤しながら最低限必要な実態
把握に基づき客観的に⾏う。 

・問題の深刻さが評価できるように評価基準を絞って⾏
う。 

整備優先順位の選定基準（案） 
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３）整備路線選定の進め方（案） 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者尊重道路沿道の自治会・商店会の一覧※ 
番
号 歩⾏者尊重道路 沿道⾃治会等 沿道商店会 

対象数 名称 対象数 名称 
１ 今⼩路通り ６ 由⽐ガ浜⾃治会 

塔之辻⾃治会 
蔵屋敷⾃治会 
御成町末広⾃治会 
扇ガ⾕下町⾃治会 
雪ノ下岩⾕堂町内会 

３ 鎌倉由⽐ガ浜商店街振興組合 
鎌倉⼩町商店会 
鎌倉⻄⼝商店会 

２ ⼩町⼤路 ６ 横町町内会 
⼩町上町明光⾃治会 
⼩町⼆丁⽬東⾃治会 
⼩町上町東地区街灯会 
⼩町元町町内会 
⼤町⼋雲⾃治会 

2 鎌倉横⼩路振興会 
⼤町商店会 

３ 海浜公園〜周辺観光拠点間
道路 

３ 若宮町内会 
由⽐ガ浜⻄⾃治会 
⻑⾕⾃治会 

0 なし 

４ 江ノ電⻑⾕駅前道路 １ ⻑⾕⾃治会 1 ⻑⾕駅前通り商店会 
５ 稲村ヶ崎駅近隣〜極楽寺駅

〜極楽寺切通し〜坂ノ下に
抜ける道路 

４ 稲村ガ崎⾃治会 
極楽寺⾃栄会 
坂ノ下⾃治会 
⻑⾕⾃治会 

0 なし 

６ 佐助⼀丁⽬信号〜御成中学
校前〜鎌倉⼥学院前に抜け
る道路 

３ 佐助⾃治会 
塔之辻⾃治会 
由⽐ガ浜⾃治会 

2 鎌倉由⽐ガ浜商店街振興組合 
鎌倉由⽐ガ浜中央商業協同組合

７ 県道藤沢鎌倉線から⻑⾕⼤
⾕⼾交差点に抜ける道路 

１ ⻑⾕⾃治会 0 なし 

８ 若宮⼤路横須賀線⾼架下付
近から御成⼩学校前交差点
に抜ける道路 

２ 蔵屋敷⾃治会 
御成町末広⾃治会 

1 鎌倉御成商店街協同組合 

９ ⼆の⿃居前交差点から鎌⼯
会館ビルに抜ける道路 

３ 扇ガ⾕下町⾃治会 
⼋幡宮前⾃治会 
⼩町⼆丁⽬⾃治会 

３ 鎌倉⼩町商店会 
鎌倉表駅商友会 
⼋幡宮前商店会 

※現段階の調査に基づくものであり、個々に⾃治会等へアプローチしていく際には追加・変更等する場合があります。

≪基本的な考え方≫ 

 歩行者尊重道路の整備は、まずは１路線の整備をめざし、その実績の反響を踏まえ柔軟にできるだけ早く実施します。年度の当初から半年

を掛けて整備計画の作成⇒次年度の予算措置⇒次年度整備の流れで進めることを考えています。 
 平成 3１年度から事業を開始するため、今年度に平成 30 年度に検討する１路線を選定します。 
 整備計画の作成や整備後の効果の確認は、日常的に利用している住民の方と協働で取り組みます。歩行者尊重道路の沿道には、複数の自治

会や商店会があることから、先ずは行政が整備優先順位を定め、関係自治会等に協働で取組むことを呼びかける進め方を考えました。 
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 歩⾏者尊重道路の整備路線を選定する進め⽅（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 
 

≪備考≫ 

 歩⾏者交通量、⾃動⾞交通量調査等の実施 

 評価は交通環境が⼤きく変わった場合に⾏う 

 事業着⼿の予算措置を⾏うため、10 ⽉頃までに
計画の⾒通しを得る 

 事業の実施主体となる道路課との連携を図る 
 事務局が作成する計画素案（たたき台）は、整備

優先道路の評価で収集する基礎データを基に作
成する 

 ワークショップの中で、事務局が作成するたたき
台を基に、現地調査等を⾏い詳細なヒヤリマップ
等を作成する 

 社会実験に⽤いるハンプ（凸部）は、国⼟交通省
等からの借⽤を想定し、極⼒費⽤をかけずに実施
する 

 平成28 年4 ⽉1 ⽇施⾏の新たな技術基準に合っ
たハンプ（凸部）等を説明し、歩⾏者への影響が
少ないこと等を理解してもらう（予定） 

平成 29 年度 
（平成 30 年） 

１⽉ 
 

２⽉ 
 
 

 
 
 
 
 
 

３⽉ 
 

沿道⾃治会等との協働による整備計画の決定 
（標準的な流れ）地元住⺠によるワークショップ（WS）３回の開催 

事業着⼿ 

整備路線の優先順位の決定（専⾨部会） 

整備優先順位の評価基準による評価 

平成 31 年度
以降 

整備する歩⾏者尊重道路の決定 

事務局による計画素案の作成 

社会実験（必要に応じて） 

実験結果の評価、整備計画の決定 

WS② 

現地確認、計画素案に対する意⾒交換 WS① 

計画案、社会実験案の作成 

WS③ 

短期的に実施可能な
施策を主体に検討 

関連事業と整備時期の整合 

沿道⾃治会、商店会の協⼒意向の確認 
（協⼒が得られない場合は優先順位２番⽬の路線を候補とする） 

沿道関係者の理解を深めるためのハンプ（凸部）等の紹介・体験会 
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４）整備優先順位の評価基準（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

整備優先順位の評価基準(案) 

視点 評価項⽬ 評価⽅法 
具体的な評価⽅法（得点⽅法） 

評価基準 点数 
事故対策 これ以上の交通事故

が起きない対策 
①歩⾏者に係る交通事故

の発⽣件数 
警察からの提供データ 過去３年間の歩⾏者が当事者となる交通事故の発⽣件数が、

歩⾏者尊重道路の１㎞当りの平均発⽣件数よりも多い 
1 

事故防⽌ 
 
 
 

 

危険を感じる道路や
スピードが出やすい
道路に対し、交通事故
を未然に防ぐ 

②ヒヤリハットの回数 プローブデータの借⽤※1 急ブレーキ箇所数が、歩⾏者尊重道路の１㎞当りの平均箇所
数よりも多い 

1 

③⾃動⾞の速度超過台数 
 

プローブデータの借⽤※1

⼜は速度調査の実施 
速度超過台数割合が 50％以上※2 
速度超過台数が、全歩⾏者尊重道路の平均交通量よりも多い 

1 

④歩⾏者交通量 交通量調査の実施 全歩⾏者尊重道路の平均交通量よりも多い 1 
⑤⾃動⾞交通量 〃 道路構造令の歩⾞共存道が可能な500台/⽇※2を上回る場合 1 

  ※1）国土交通省の「生活道路の対策エリア」の登録を見据えつつ ETC2.0 のデータを活用  ※2）調査結果を踏まえ評価に差が出るよう検証 

≪基本的な考え方≫ 

 歩行者尊重道路（９路線）は全て整備する予定です。 
 但し、江ノ電⻑⾕駅前道路は、全線両側に歩道が整備され歩⾞分離がなされている中で、歩道の歩きやすさを⾼める波打ち歩

道の解消等の取組みを想定しており、整備には⻑期間を要することから、整備優先順位で評価せず別途整備促進を図ります。 
 整備優先順位の選定を分かりやすく説明しやすくするためには、客観的に判断できる指標が必要です。最低限必要な現

状把握を基に点数化することが最良だと考えられます。 

交通事故の予防が必要な道路➾歩⾏者が多く速度の速い⾃動⾞も多い道路 

点数により整備優先順位を決定、同点の場合は例えば“⾃動⾞の速度超過台数の多さ”により決定 
また、以下の他の事業との整合を踏まえる 
・川喜多邸前付近は舗装の打ち換え（Ｈ31 年度予定） 
・海浜公園〜周辺観光拠点間道路の周辺は商業施設の⽴地（予定） 


